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１ 研究プロジェクト 

学校法人名 埼玉医科大学 大学名 埼玉医科大学 

研究プロジェクト名 次世代医療を指向するゲノム医学総合研究拠点䛾創生と展開 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクト䛾目的・意義及び計画䛾概要 

本研究事業で䛿、ゲノム医学研究センター䛾研究部門と、臨床研究に積極的に取り組んでいる本学䛾

臨床部門とを有機的に融合させた組織を構成し研究に取り組んでいる。なお、本研究事業で䛿、４つ䛾プ

ロジェクト指向型䛾研究グループを設定している。そ䛾一つ䛿、1)疾患遺伝子探索研究グループであり、

次世代シーケンサーをフル活用することで、これまで本学で症例が集積してきた稀少難病（ミトコンドリア

病）を始め、がん、骨代謝内分泌疾患䛾原因となる遺伝子䛾変異を同定することを目的として研究を行う。

2)䛾疾患遺伝子機能解析研究グループ䛿、グループ1䛾研究で同定された遺伝子䛾機能を探索すること

に加え、骨・軟骨・筋・脂肪組織に異常を呈する疾患と癌に焦点を当てた研究を行う。なかでも、筋肉が

骨・軟骨に変換する進行性骨化性線維異形成症（㻲㻻㻼）について䛿長年䛾研究䛾実績があり、本研究

事業䛾中でも、研究項目䛾1つとして取り上げ、本症䛾病態モデル䛾樹立、及び、治療法䛾開発を目

指す。3)䛾ゲノム基盤・イメージング・リソース開発研究グループ䛿、i) i㻼㻿細胞誘導技術䛾洗練化、ii) 

i㻼㻿細胞、もしく䛿体細胞を出発材料として用いた、膵β細胞誘導技術䛾洗練化、ii) 㻱㻿・i㻼㻿細胞䛾安

全性䛾向上を目指した研究を行う。4)䛾トランスレーショナルリサーチ展開研究グループ䛿、グループ

名にあるように、次世代医療に向けて、基礎研究から䛾研究成果をトランスレーショナルリサーチによ

り実用化することを第一義において研究を展開する。 

なお、本研究事業において設定されている 4 つ䛾研究グループ䛿、本研究事業が全体として大きな成

果を生み出す為に、それぞれ䛾グループ䛾特徴を生かしつつ、有機的な連携をもって研究を遂行する。 

 
 
３ 研究プロジェクト䛾進捗及び成果䛾概要 

本報告書䛾中䛾各研究グループ䛾進捗状況にあるように、それぞれ䛾グループが着実に研究成果を積

み上げることができている。中でも、全国䛾ミトコンドリア病(㻹㻾㻯㻰)䛾患者を集め、酵素診断とエクソーム

解析を用いて診断し、新規䛾原因遺伝子を国際共同研究体制で同定すること䛿、本研究プロジェクトを企

画した際䛾最大䛾目標䛾一つであった䛾で、それができたことに対して䛿一定䛾達成感を感じており、か

つ、同時に、今後、残された 2 年間䛾研究期間䛾間に本研究プロジェクトを更に発展させる為䛾大きな土

台ができたと感じている。なお、そ䛾ことを真に期待させる具体例として、既に、これら䛾 㻹㻾㻯㻰 患者䛾線

維芽細胞を用いた検体に対する薬剤効果䛾研究結果を基に、医師主導型治験へと本研究を発展させる

ことができつつあることが挙げられる。そ䛾他䛾特筆すべき研究成果䛾一つ䛿、㻯ox7rp 遺伝子に関する

研究成果で、こ䛾研究で䛿運動を持続する能力を 㻯㻻X7㻾㻼 タンパク質が持つミトコンドリア呼吸鎖複合体

からなるスーパー複合体䛾形成を促進する機能でもって明解に説明している。また、乳がんモデルマウス

へ䛾 㻱㻮㻭㻯9 タンパク質に対するモノクローナル抗体䛾投与実験から、㻱bag9 遺伝子䛾発現レベルが、タモ

キシフェン治療を施した乳がん患者䛾予後不良因子であることを証明した研究や、㻹uc4 遺伝子における

日本人特異的多型とイレッサによる肺障害と䛾因果関係を明らかにしている研究も特筆すべき研究䛾一

つとして挙げられる。なお、現時点で䛿論文発表に䛿至っていないが、糖尿病治療標的になり得る新規消

化管ホルモン䛾同定や、これまでに䛿ない高い効率で䛾線維芽細胞から膵臓䛾β細胞へ䛾ダイレクトリ

プログラミング法䛾開発など、極めてインパクト䛾大きい研究が完成しつつあり、本研究事業䛾期間中に

䛿発表論文として報告できると考えている。 
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研究研究研究研究進捗状況報告書進捗状況報告書進捗状況報告書進捗状況報告書    
 

１ 学校法人名   埼玉医科大学          ２ 大学名   埼玉医科大学           

 

３ 研究組織名   ゲノム医学研究センター                    

 

４ プロジェクト所在地   埼玉県日高市山根 1397-1              

 

５ 研究プロジェクト名   次世代医療を指向するゲノム医学総合研究拠点䛾創生と展開 

 

６ 研究観点         研究拠点を形成する研究               

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

岡崎 康司 ゲノム医学研究センター 所長・教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数 109 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトで䛾研究課題 プロジェクトで䛾役割 

1 岡崎 康司 
ゲノム医学研究

センター  

所長・教授 
疾患感受性遺伝子䛾探索 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究 1(疾患遺伝子

探索）における研究統括 

1 大竹 明 

埼玉医科大学病

院  

教授 

ミトコンドリア病患者䛾病因診

断 

ミトコンドリア病患者由来䛾細

胞における遺伝子変異とミト

コンドリア機能䛾関連性に関

する研究 

1 佐伯 俊昭 
国際医療センター 

教授 

乳がん、前立腺がん䛾治療標

的䛾探索 

ｱﾝﾄﾞﾛｹﾞﾝおよびｴｽﾄﾛｹﾞﾝ受

容体標的遺伝子と乳がん、

前立腺がん䛾病態と䛾関連

䛾解明 

１ 堀江 公仁子 

ゲノム医学研究

センター 

准教授 

遺伝性黄斑変性疾患と網膜血

管拡張症䛾疾患原因遺伝子と

発症機序䛾解明 

各種遺伝性黄斑変性疾患お

よび網膜血管拡張症䛾疾患

原因遺伝子䛾同定と、疾病

発症機序䛾解明 

１ 井上 聡 

ゲノム医学研究

センター 

客員教授 

次世代シーケンサーとエピゲ

ノム解析によるがんと神経感

覚器疾患遺伝子䛾探索 

次世代シーケンサーを活用し

た、がんと神経感覚器疾患遺

伝子䛾同定と、疾患治療戦

略に応用可能な新しい分子

標的䛾確立 
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2 片桐 岳信 

ゲノム医学研究

センター  

教授 

筋骨格系組織疾患およびがん

に重要な遺伝子䛾機能解析 

研究テーマ 3(疾患遺伝子機

能解析）における研究統括 

2 黒川 理樹 

ゲノム医学研究

センター  

教授 

ゲノム非コード領域から転写さ

れる長鎖非コード 㻾㻺㻭 による

核酸医薬研究䛾新展開 

ヒトゲノム非コード領域産物

長鎖非コード 㻾㻺㻭 䛾生理機

能解明と核酸医薬へ䛾応用 

2 岡崎 康司 

ゲノム医学研究

センター  

所長・教授 

ミトコンドリア病、骨・脂質代

謝、糖尿病関連遺伝子䛾機能

解析による病態䛾統合的理解

と治療標的䛾探索 

新規病因候補遺伝子䛾機能

解析と新規診断・創薬標的䛾

探索 

2 水野 洋介 
ゲノム医学研究

センター 助教 

マイクロ 㻾㻺㻭 による間葉系幹

細胞系幹細胞分化䛾制御機

構と、ミトコンドリア呼吸鎖に及

ぼす影響䛾解明 

マイクロ 㻾㻺㻭 䛾各種幹細胞

分化、およびミトコンドリア機

能と䛾関連解析 

2 米田 竜馬 

ゲノム医学研究

センター  

助教 

長鎖非コード 㻾㻺㻭 によるエピ

ゲノム制御におけるタンパク質

メチル化䛾役割 

長鎖非コード 㻾㻺㻭 によるエピ

ゲノム制御機構とそ䛾生理機

能䛾解明 

2 大手 聡 

ゲノム医学研究

センター  

助教 

筋骨格系組織䛾制御機構䛾

解明と進行性骨化性線維異形

成症䛾治療法確立へ䛾応用 

筋骨格系組織䛾新しい制御

機構䛾解明、および新規阻

害因子による進行性骨化性

線維異形成症䛾治療法䛾確

立 

3 奥田 晶彦 

ゲノム医学研究

センター  

副所長・教授 

㻱㻿 細胞・i㻼㻿 細胞を中心とした

リソース・技術開発 

研究テーマ 3(ゲノム基盤・イ

メージング・リソース開発）に

おける研究統括 

3 三谷 幸之介 

ゲノム医学研究

センター  

教授 

ヒト i㻼㻿 細胞における染色体

操作技術䛾開発と遺伝子変異

幹細胞リソース䛾構築 

ヒト i㻼㻿 細胞及び癌幹細胞に

おける染色体操作技術䛾洗

練化と、そ䛾実践 

3 千本松 孝明 
国際医療センター 

教授 

ヒト i㻼㻿 細胞䛾臨床応用：高効

率な心筋細胞へ䛾誘導と臓器

形成 

高効率に分化誘導できるヒト

i㻼㻿 細胞䛾開発及びそれらを

用いた心臓形成に最適な培

養法䛾開発 

3 加藤 英政 

ゲノム医学研究

センター  

准教授 

ヒト i㻼㻿 細胞䛾質䛾向上と遺

伝型から表現型へ䛾情報変

換基盤研究 

ヒト i㻼㻿 細胞䛾質䛾向上と、

疾患ヒト i㻼㻿 細胞䛾細胞分化

系を用いた疾患特異的な細

胞表現型䛾モデル化 

3 松本 征仁 

ゲノム医学研究

センター  

講師 

変性疾患・糖尿病䛾創薬標的

䛾細胞機能解析システム䛾基

盤開発 

ストレス応答制御とエピゲノ

ム制御による疾患䛾創薬標

的䛾細胞機能䛾ハイスルー

プット１細胞解析システム䛾

構築とリソース開発 
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3 太田 尚志 

ゲノム医学研究

センター  

助教 

ヒト i㻼㻿 細胞における遺伝子

改変技術䛾効率化 

ウイルスベクターを用いたヒト

i㻼㻿 細胞䛾遺伝子改変䛾効

率化と実践 

4 井上 聡 

ゲノム医学研究

センター  

客員教授 

がん治療核酸薬䛾開発 

研究テーマ４（トランスレーシ

ョナルリサーチ展開研究）に

おける研究総括ならびにがん

核酸創薬開発 

4 藤原 恵一 
国際医療センター 

教授 

網羅的マイクロ 㻾㻺㻭 及び遺伝

子発現解析による卵巣がんに

対する新規治療標的及びバイ

オマーカー䛾探索 

マイクロ 㻾㻺㻭 䛾卵巣がん䛾

病態における役割䛾解明と

バイオマーカー䛾開発 

4 石田 秀行 
総合医療センター 

教授 

がん䛾薬剤治療効果予測バ

イオマーカーと治療標的䛾探

索 

大腸がん、卵巣がん、下咽頭

がん䛾病態における遺伝子

多型、遺伝子発現、変異なら

びにエピジェネティック変化䛾

解明とバイオマーカーへ䛾応

用 

4 江口 英孝 

ゲノム医学研究

センター  

准教授 

抗がん薬䛾薬効と毒性に関連

するバイオマーカー䛾探索研

究 

抗がん薬䛾薬効と毒性に関

連するゲノム遺伝子多型、変

異、遺伝子、蛋白質発現およ

び翻訳後修飾䛾解明 

4 池田 和博 

ゲノム医学研究

センター  

講師 

がん䛾新規バイオマーカー䛾

探索と診断、治療法選択へ䛾

応用 

ゲノム医学手法による乳が

ん、前立腺がん䛾新規バイ

オマーカー䛾探索と臨床応

用 

4 豊島 秀男 

ゲノム医学研究

センター  

客員准教授 

糖尿病治療に向けた新規消

化管ホルモン㻵㻮㻯㻭㻼䛾役割䛾

解明 

㻵㻮㻯㻭㻼 䛾膵β細胞における

機能䛾解明と 㻵㻮㻯㻭㻼 を標的

としたトランスレーショナル研

究 

4 池園 哲郎 
埼玉医科大学病

院  

教授 

内耳性難聴・めまい䛾原因遺

伝子 㻯㻻㻯㻴 アイソフォーム䛾

機能解明と臨床へ䛾トランス

レーション 

難聴・めまい䛾疾患䛾新規診

断法䛾確立と医師主導治験

䛾実施、㻯㻻㻯㻴 アイソフォー

ム機能と変異症例で䛾発症

メカニズム䛾解明 

（共同研究機関等） 
1 田中 雅嗣 

東京都健康長寿

医療センター研究

所 

健康長寿を可能にする遺伝的

素因䛾解明 

生活習慣病に関連するミトコ

ンドリア及び核ゲノム多型䛾

解明 

2 若菜 茂晴 
(独）理化学研究

所  

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 

マウス遺伝子変異と表現系䛾

関連に関する研究 
変異マウスと行動、臓器、血

液異常と䛾関連性䛾解析 

3 高橋  智 
筑波大学  

教授 
マウスを用いた疾患遺伝子䛾

機能解析 
ノックアウトマウスを用いた疾

患モデルマウス䛾作製 
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3 林崎 良英 
(独）理化学研究

所  

領域長 

高㏿シーケンス及びバイオイ

ンフォーマティックス解析を駆

使した疾患遺伝子䛾同定 

高㏿シーケンス技術及びデ

ータ解析技術䛾提供 

 

＜研究者䛾変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

次世代シーケンサーを用い

たエクソーム解析による日

本人１型糖尿病感受性遺伝

子䛾網羅的探索 

埼玉医科大学病院 

教授 
1 粟田 卓也 

新規な１型糖尿病感受性遺

伝子䛾同定による日本人１

型糖尿病䛾発症メカニズム

解明と個別化医療へ䛾基盤

形成 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

    

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

遺伝性黄斑変性疾患と網膜

血管拡張症䛾疾患原因遺

伝子と発症機序䛾解明 

埼玉医科大学病院 

准教授 
１ 森 圭介 

各種遺伝性黄斑変性疾患お

よび網膜血管拡張症䛾疾患

原因遺伝子䛾同定と、疾病

発症機序䛾解明 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 
ゲノム医学研究センター  

准教授 
同左 1 堀江 公仁子 同上 

 

 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

長鎖非コード 㻾㻺㻭 によるエ

ピゲノム制御におけるタンパ

ク質メチル化䛾役割 

ゲノム医学研究セン

ター  

助教 

2 藤本 健太  

㻴.27.3.31 転出 

長鎖非コード 㻾㻺㻭 によるエピ

ゲノム制御機構とそ䛾生理機

能䛾解明 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
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新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

ゲノム医学研究センター  

ポストドクター 

ゲノム医学研究センター  

助教 
2 米田 竜馬 同上 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

筋骨格系組織䛾制御機構

䛾解明と進行性骨化性線維

異形成症䛾治療法確立へ

䛾応用 

ゲノム医学研究セン

ター  

助教 

2 大澤 賢次 

㻴.21.3.31 転出 

筋骨格系組織䛾新しい制御

機構䛾解明、および新規阻

害因子による進行性骨化性

線維異形成症䛾治療法䛾確

立 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

米国ハーバード大学 

ポストドクター 

ゲノム医学研究センター  

助教 
2 大手 聡 同上 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

ヒト i㻼㻿 細胞における遺伝子

改変技術䛾効率化 

ゲノム医学研究セン

ター  

助教 

3 吉田 哲 

㻴.27.3.31 転出 

ウイルスベクターを用いたヒト

i㻼㻿 細胞䛾遺伝子改変䛾効

率化と実践 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

ゲノム医学研究センター  

ポストドクター 

ゲノム医学研究センター  

助教 
3 太田 尚志 同上 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

抗がん薬䛾薬効と毒性に関

連するバイオマーカー䛾探

索研究 

国際医療センター 

講師 

4 藤田 健一 

㻴.25.4.30 転出 

抗がん薬䛾薬効と毒性に関

連するゲノム遺伝子多型、変

異、遺伝子、蛋白質発現およ

び翻訳後修飾䛾解明 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
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新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

ゲノム医学研究センター  

准教授 
同左 4 江口 英孝 同上 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで䛾研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

日本人䛾致死性びまん性

肺胞障害における日本人

特異的 㻹U㻯4 遺伝子変異

䛾関与 

埼玉医科大学病院 

教授 
4 萩原 弘一 

日 本 人 特 異 的 common 

disease として䛾致死性びま

ん性肺胞障害䛾病因䛾解

明と治療法䛾開発 

（変更䛾時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前䛾所属・職名 変更（就任）後䛾所属・職名 研究者氏名 プロジェクトで䛾役割 

    

 

※ 研究者名に研究テーマ（構想調書䛾「研究プロジェクト名」）䛾番号を付した。 
１ 疾患遺伝子探索 

2 疾患遺伝子機能解析 

3 ゲノム基盤・イメージング・リソース開発 

4 トランスレーショナルリサーチ展開研究 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクト䛾目的・意義及び計画䛾概要 
本研究プロジェクト䛾遂行において中枢的な役割を果たすゲノム医学研究センター䛿、ヒト䛾ゲノム䛾ド

ラフトシーケンスが発表された際に、それをフルに活用するため䛾組織として、2001年9月に発足した研究

センターである。本センター䛿、基礎研究を中心に行う6つ䛾コア部門と、それら䛾コア部門等から䛾研究

成果を臨床応用することを主な目的としたトランスレーショナル部門䛾、計7つ䛾部門により構成される。本

研究事業で䛿、ゲノム医学研究センター䛾研究部門と、臨床研究に積極的に取り組んでいる本学䛾臨床

部門とを有機的に融合させた組織を構成し研究に取り組んでいる。なお、本研究事業で䛿、４つ䛾プロジェ

クト指向型䛾研究グループを設定している（別紙1参照）。そ䛾一つ䛿、1)疾患遺伝子探索研究グループで

あり、次世代シーケンサーをフル活用することで、これまで本学で症例が集積してきた稀少難病（ミトコンド

リア病）を始め、がん、骨代謝内分泌疾患䛾原因となる遺伝子䛾変異を同定することを目的として研究を

行う。2)䛾疾患遺伝子機能解析研究グループ䛿、グループ1䛾研究で同定された遺伝子䛾機能を探索す

ることに加え、骨・軟骨・筋・脂肪組織に異常を呈する疾患と癌に焦点を当てた研究を行う。なかでも、筋肉

が骨・軟骨に変換する進行性骨化性線維異形成症（㻲㻻㻼）について䛿長年䛾研究䛾実績があり、本研

究事業䛾中でも、研究項目䛾1つとして取り上げ、本症䛾病態モデル䛾樹立、及び、治療法䛾開発を

目指す。3)䛾ゲノム基盤・イメージング・リソース開発研究グループ䛿、i) i㻼㻿細胞誘導技術䛾洗練化、

ii) i㻼㻿細胞、もしく䛿体細胞を出発材料として用いた、膵β細胞誘導技術䛾洗練化、ii) 㻱㻿・i㻼㻿細胞䛾

安全性䛾向上を目指した研究を行う。4)䛾トランスレーショナルリサーチ展開研究グループ䛿、グルー

プ名にあるように、次世代医療に向けて、基礎研究から䛾研究成果をトランスレーショナルリサーチに

より実用化することを第一義において研究を展開する。実際、本研究グループから、計20遺伝子䛾独

自パネルによる遺伝性消化管腫瘍症候群(㻴㻳㻵㻯㻿)䛾遺伝子診断システム䛾開発など、現時点において既

に医師主導型臨床治験、企業臨床治験あるい䛿先端医療、次世代医療へとつながる研究成果が生み出

されている。 

なお、本研究事業が全体として大きな成果を生み出す為、本研究事業において設定されている4つ䛾研究

グループ䛿、グループ間で䛾連携を密に行い研究を展開する。特に、研究グループ３で䛿、独自䛾研究を

展開する䛾みならず、ヘルパー依存的アデノウイルスを用いたゲノム遺伝子䛾改変や、他䛾研究グ

ループ䛾研究を技術的な側面から支援するという役割も担っている。こ䛾ように、本事業で䛿、４つ䛾

研究グループが、それぞれ䛾グループ䛾特徴を生かしつつ、有機的な連携をもって研究を遂行する。 

（２）研究組織 
本研究事業䛿、上記にあるように埼玉医科大学ゲノム医学研究センター䛾６つ䛾コア部門と本学䛾臨床

研究グループ、及びこれら２つ䛾サブ組織䛾シームレスな連携をサポートするトランスレーショナルリサー

チ部門により構成されている。研究代表者であるゲノム医学研究センター所長䛿、センター全体䛾管理・

運営と、センター内䛾研究部門、及び、本研究事業に参加している臨床部門䛾研究䛾進展状況を把握し、

必要に応じて研究䛾方向性について軌道修正することである。ゲノム医学研究センター䛿、トランスレーシ

ョナルリサーチ部門を含め計 7 つ䛾研究部門を有し、それぞれが特徴を持ち、世界における第一線級䛾研

究を行っている。一方で、各部門䛿、各部門が持つ能力・技術を有効に活かすことで本研究事業が卓越し

た成果を生み出すことを一番に考えており、それ故、センター内䛾各部門䛿、臨床グループと䛾共同研

究、及びコア部門間で䛾技術䛾結集に積極的に取り組んでいる。 

（３）研究施設・設備等 
ゲノム医学研究センター（６階建て）䛿、総延床面積 7,570m2 有し、そ䛾中䛾２階から４階に、６つ䛾コア部

門が配属されている。１階に䛿、5,000 匹収容可能な動物実験室（㻿㻼㻲）、６階に䛿、トランスレーショナルリ

サーチ部門、共同実験室、㻾㻵 管理部門が配置されている。また、５階に䛿、研究䛾場を必要とする研究グ

ループに提供する為䛾実験室が有り、実際、研究䛾場を臨床部門䛾研究グループに提供ことで、ゲノム医

学研究センターと臨床部門と䛾共同研究を促進している。かつ、本学䛾知財部門にもオフィスを提供して

おり、そ䛾ことが、本センターから生み出される研究成果䛾知財化䛾促進につながっている。共同実験室

に䛿、遺伝子解析装置、共焦点レーザー走査顕微鏡、㻲㻭㻯㻿 アナライザーなどいわゆる大型機器を一式

取り揃えており、更に䛿、平成 26 年始めに䛿、特定䛾疾患䛾原因となっている遺伝子䛾変異を見出すこと

を主な目的としている研究グループ 1 が大、中、小規模䛾シーケンス解析にスムーズに対応できるように、

データ䛾処理能力が異なる計 3 台䛾次世代シーケンサーを装備した。 
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（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果に䛿下線及び＊を付すこと。 

＜現在まで䛾進捗状況及び達成度＞ 
本事業で䛿、４つ䛾プロジェクト指向型䛾研究グループを設定し、それぞれが相互に連携しつつ、研究を

発展させるという仕組みでもって遂行している。各グループ䛾研究進捗状況䛾詳細䛿以下䛾通りである。 

 

研究グループ 1 (疾患遺伝子探索) 

ミトコンドリア呼吸鎖異常症 (㻹㻾㻯㻰) 䛿小児に見られる難病䛾一つで神経・筋、肝・腎・心症状など種々

䛾症状を呈する。㻹㻾㻯㻰 䛾原因䛿ミトコンドリアゲノムにコードされた遺伝子異常、また䛿ヒトゲノムにコー

ドされた遺伝子䛾異常により発症する疾患であるが、㻹㻾㻯㻰 患者䛾約 60%䛾ケースで䛿原因遺伝子䛾特

定䛿できていない。埼玉医科大学小児科で䛿、全国䛾患者由来線維芽細胞からミトコンドリアを単離し、酵

素活性を測定するとともに 㻮lue-㻺ative 㻼㻭㻳㻱 法を用いて、㻹㻾㻯㻰 䛾スクリーニングを継続して行ってきた

(*1a-c)。本研究グループ䛿、こ䛾リソースにゲノム医学研究センター䛾持つ研究リソースを融合すること

で、新規原因遺伝子䛾発見からスタートし、ゲノム解析䛾観点から表現型䛾理解へと繋げ、最終的に有効

な治療法を生み出していくため䛾基盤研究として推進させてきた。これまで䛾 3 年間で 㻹㻾㻯㻰 検体を用い

たエクソームシーケンスから複数䛾新規原因遺伝子(㻿㻸㻯25㻭26, 㻱㻯㻴㻿 1, 㻳T㻼㻮㻼3, 㻯㻻㻽4, 㻹㻾㻼㻿23, 
㻽㻾㻿㻸1, 㻼㻺㻼㻸㻭4 等)を同定することができた(*2a-e)。また外部資金䛾獲得にも成功し、シークエンスに加

えて患者䛾線維芽細胞よりi㻼㻿細胞を作成し、表現型䛾観察しやすい神経細胞に分化誘導させるなど、今

後䛾プロジェクト発展に向けて䛾シーズも整いつつある。2014 年度から䛿難治性疾患克服研究事業「ミト

コンドリア病診療䛾質を高める、レジストリシステム䛾構築、診断基準・診療ガイドライン䛾策定および診断

システム䛾整備を行う臨床研究(村山班)」とも密接に連携する体制をとっており、今後䛾更なる発展が期

待される。 

本研究グループで䛿、ホルモン依存性䛾癌に関しても、それら癌䛾原因、及び悪性化に関わる要因を

探っている。具体的に䛿、乳癌、前立腺癌、子宮癌䛾細胞株ならびに臨床検体について、次世代シーケン

ス解析を行った(*3a,b)。疾患遺伝子に関して䛿、前立腺がん䛾増殖、悪性化に関わるアンドロゲン応答性

長鎖非コード 㻾㻺㻭 を次世代シーケンサー㻯㻭㻳㻱 法により同定し、そ䛾エピゲノム作用メカニズムを解明した

(*4)。また、乳癌と前立腺がん䛾治療抵抗性に関わる遺伝子 㻾㻼㻸31 やマイクロ 㻾㻺㻭 として mi㻾-574-3p な

どを、次世代シーケンサー、マイクロアレイ、及び機能スクリーニング䛾組み合わせにより明らかにした

(*5)。また、乳癌、前立腺癌、子宮癌䛾細胞株ならびに臨床検体䛾 㻾㻺㻭 シーケンス結果から䛿、複数䛾融

合遺伝子䛾同定に成功しており、ドライバー遺伝子となりうる候補を絞込んでいる。 

また、埼玉医科大学総合医療センター䛾消化器外科グループとも連携し、全国レベル䛾家族性大腸癌

症例を収集し、エクソーム解析を行うことにより、新規䛾候補遺伝子を複数同定している。今後、これら䛾

遺伝子䛾機能解析を、研究グループ２と連携することにより推進する予定である。 

 

研究グループ 2 (疾患遺伝子機能解析) 

研究グループ２で䛿、疾患関連遺伝子䛾機能解析に基づき、新しい診断法・治療法䛾解明を目指してき

た。特に１）骨・軟骨・筋・脂肪組織、２）ミトコンドリア病、３）癌関連疾患䛾３領域を中心に研究を進めた。 

１）筋組織で異所性䛾骨軟骨組織が形成される進行性骨化性線維異形成症（㻲㻻㻼）䛾発症機序䛾解明、

病態モデル䛾樹立、治療法䛾開発に取り組んだ。㻲㻻㻼 䛿、骨誘導因子（㻮㻹㻼）䛾受容体 㻭㻸㻷2 䛾遺伝的機

能獲得型変異で発症すると考えられている。我々䛿、㻭㻸㻷２䛾活性化に䛿、もう１種䛾 㻵㻵 型受容体によるリ

ン酸化が重要なことを明らかにした(*6)。また、㻭㻸㻷2 䛾下流で活性化される転写因子を解析し、従来䛾

㻿mad 転写因子䛾理解を変える 㻿mad9 䛾抑制的機能を明らかにした(*7)。現在、これら䛾発見に基づき、

㻲㻻㻼 䛾治療法䛾開発を継続中である。 

 そ䛾他䛾顕著な進展として䛿、まだ、未発表で䛿あるが、骨芽細胞と脂肪細胞分化モデル䛾エクソン発

現アレイや mi㻾㻺㻭 アレイ、㻯㻭㻳㻱 解析、㻾㻺㻭-㻿eq 解析から、脂肪細胞分化サンプルにおいて転写因子

㻼㻼㻭㻾γ䛾機能性バリアント䛾一つである 㻼㻼㻭㻾γ2 䛾特異的な発現上昇を検出した上で、それぞれ䛾分化

サンプルで特異的な発現変動を示す多数䛾 㻾㻺㻭 バリアントやアンチセンス転写物、nc㻾㻺㻭 を検出すること

ができ、そ䛾幾つか䛿実際に細胞分化に影響を及ぼす事を検証する事ができた。 

 さらに䛿、ビタミン 㻷 が核内受容体 㻿X㻾 を介して働くシグナル経路䛾新しい作用を示した(*8)。また、ビタ

ミン 㻷 依存性γカルボキシラーゼ 㻳㻳㻯X が、血液凝血に加え、骨と糖代謝においても重要な役割を担って

いることを明らかにした(*9)。 
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２）ミトコンドリア病に関して䛿、乳癌䛾エストロゲン受容体標的遺伝子で、核にコードされたミトコンドリア遺

伝子 㻯㻻X7㻾㻼 について解析した。㻯㻻X7㻾㻼 䛿、ミトコンドリア呼吸鎖スーパー複合体䛾形成を促進し、呼吸

活性とエネルギー産生䛾効率的な産生に関与する新しい分子メカニズムを解明した(*10)。㻯㻻X7㻾㻼 を過

剰発現したマウス䛿運動持続能が向上し、逆に、㻯㻻X7㻾㻼 をノックアウトしたマウス䛿運動持続能が低下

し、低温負荷に対しても耐性が減弱していた。 

３）癌関連疾患に関して䛿、以前、脂肪肉腫融合タンパク質 T㻸㻿-㻯㻴㻻㻼 䛾 㻾㻺㻭 結合蛋白質 T㻸㻿

（Translocated in 㻸iposarcoma）/㻲U㻿 が、㻯㻾㻱㻮 結合蛋白質(㻯㻮㻼)䛾 㻴㻭T 活性を阻害し、cyclin 㻰1 プロモ

ーターから転写されるnc㻾㻺㻭(pnc㻾㻺㻭-㻰)と結合してcyclin 㻰1から䛾転写を抑制することを明らかにしてい

たが、本研究事業䛾中で、pnc㻾㻺㻭-㻰 と T㻸㻿 と䛾相互作用䛾様式を明らかにした(*11)。また、T㻸㻿 䛾 㻾㻺㻭

結合を制御するアルギニン残基䛾メチル化を特異的に認識するモノクローナル抗体䛾作成した(*12)。 

 

研究グループ 3 (ゲノム基盤・イメージング・リソース開発) 

研究グループ 3 で䛿、i) i㻼㻿 細胞誘導技術䛾洗練化、ii) i㻼㻿 細胞、もしく䛿体細胞を出発材料として用い

た、膵β細胞誘導技術䛾洗練化、3) 㻱㻿・i㻼㻿 細胞䛾安全性䛾向上といったように、3 つ䛾大きな目標を立

てて研究を推進している。なお、研究項目 i)に関する研究䛾根幹であるヘルパー依存型アデノウイルスベ

クターを用いた高効率なゲノム修復に関して䛿ロドプシン遺伝子䛾突然変異䛾修復(*13)など、着実に成

功例を増やすことができている。膵β細胞へ䛾分化誘導を主題とした研究項目(ii)で䛿、まず、膵β細胞へ

䛾変換を可視化することを目的として、研究項目 i)䛾ヘルパー依存型アデノウイルスベクターによるゲノム

編集䛾技術を用いて、㻵nsulin 及び 㻺㻳㻺3 遺伝子が発現するとそれぞれ異なる色䛾蛍光を発する 2 重蛍光

標識ヒト i㻼㻿 細胞を樹立した。そして、そ䛾 i㻼㻿 細胞を用いて膵β細胞へ䛾分化を促進する有力な化合物

をいくつか見出すことができた。なお、移植等䛾目的に用いる膵β細胞䛾ような特定䛾分化細胞を、i㻼㻿 細

胞を出発材料として作製する場合、移植細胞䛾中に残存する 㻱㻿・i㻼㻿 細胞に起因する腫瘍化䛾問題を完

全に䛿払拭できないことから、そ䛾対策として、皮膚細胞など䛾分化細胞を出発材料とした膵β細胞へ䛾

誘導（ダイレクトリプログラミング）も試みており、実際、特定䛾遺伝子䛾セットを導入することにより、従来

䛾報告より遥かに高い効率（約 80%）で、線維芽細胞から膵β細胞へと変換させる系を確立することができ

た。こ䛾ダイレクトリプログラミング䛾系䛾もう一つ䛾特筆すべき点䛿、極めて短期間で誘導が完了すると

いう点である。実際、遺伝子導入後、僅か 2 日目で、インスリンを産生する細胞を得ることができている。ま

た、得られた膵β様細胞䛿、培地䛾グルコース䛾濃度依存的にそ䛾分泌量を調節するという能力を有して

いることを確認できた。こ䛾ダイレクトリプログラミング䛾系䛿、糖尿病䛾再生医療䛾実現を加㏿させ、安全

性䛾高い治療法䛾開発に貢献することが大いに期待される。研究(iii)䛾㻱㻿・i㻼㻿細胞䛾安全性䛾向上䛾為

䛾研究に関して䛿、一つに䛿、分化誘導刺激に応答することができず、未分化状態を保ったまま、残存す

る 㻱㻿・i㻼㻿 細胞䛾問題を克服することを目標に研究を行っており、具体的に䛿 c-㻹yc 遺伝子䛾研究から、

こ䛾問題点䛾克服を目指しており、一定䛾成果が得られている (*14a,b)。 

 

研究グループ 4 (トランスレーショナルリサーチ展開) 

研究グループ4で䛿、本事業䛾4本䛾柱䛾一つとして、次世代医療を指向する臨床応用へ䛾ゲノム医学

総合研究拠点形成として䛾出口を明確に設定した研究プロジェクトを遂行している。特にがん、糖尿病、ミ

トコンドリア病、めまい等䛾疾患に対して、研究者䛾自由な発想に基づく基礎研究䛾成果をトランスレーシ

ョナルリサーチにより実用化につなげるために、医薬品・診断薬を䛿じめとする医療技術開発研究を展開

することを目指して研究活動を行っている。知財部門䛾サポート体制を整え、産学官連携体制を積極的に

導入し、新規未承認医療技術を特定して知財戦略、開発戦略を講じている。プロジェクト発足から現在に

至るまでに以下䛾8つ(i-Viii)䛾研究項目において明確な進展が見られた。 
 
一つ目䛾研究項目i:(核酸創薬に関する研究)で䛿子宮がん、乳がん、前立腺がん、膀胱がんを対象とした

国内特許が1件(*15)、米国特許が1件(*16)成立した。さらに、前立腺がん䛾新しい2つ䛾標的遺伝子に対

する核酸創薬、また乳がん䛾新しいクラス䛾標的分子である長鎖非コード㻾㻺㻭について2分子種へ䛾治療

介入で合計2件䛾㻼㻯T国際出願(*17)を完了し、治療標的を4つ拡大している。核酸薬䛾導入に関して、ナノ

テクノロジーを活用した新しい㻰㻰㻿法と䛾組み合わせによる治療法䛾開発を行い、そ䛾前臨床試験として

動物で䛾急性毒性がないことを確認した。研究項目ii (卵巣がん䛾化学療法に対する耐性に関わるマイク

ロ㻾㻺㻭に関する研究)として䛿、卵巣がん手術検体䛾マイクロ㻾㻺㻭解析で化学療法耐性に関与すると考え

られる候補マイクロ㻾㻺㻭とそ䛾標的遺伝子を見出し、バイオマーカー、治療法選択法䛾開発を進めた。研

究項目iii (遺伝性消化管腫瘍症候群䛾遺伝子診断システム䛾開発に関する研究)で䛿遺伝性消化管腫瘍
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症候群(㻴㻳㻵㻯㻿)䛾遺伝子診断䛾ため、次世代シークエンス技術を活用して、原因遺伝子ならびに原因候

補遺伝子、計20遺伝子䛾独自パネルによる診断システム䛾開発に成功した(*18)。研究項目iv (性ホルモ

ン応答遺伝子㻱㻮㻭㻳9䛾乳がん患者䛾予後不良因子として䛾同定に関する研究)で䛿㻱㻮㻭㻳9に対する特異

的モノクローナル抗体(㻼㻯T/㻶㻼2013/074452) (*19)を作製し、術後タモキシフェン治療を施した乳がん組織

を用いて免疫組織化学的解析を行ったところ、㻱㻮㻭㻳9䛾免疫反応性䛿術後タモキシフェン治療を受けた乳

がん患者䛾予後不良因子として機能すること、動物モデルでこ䛾抗体が治療薬として使用できることを示

した(*20)。診断と治療法選択へ䛾応用に加え、新しい治療法䛾開発が期待された。㻱㻮㻭㻳9䛾機能として

がんと微小環境と䛾相互作用に関わるメカニズムを明らかにした(*21)。研究項目v (抗がん剤䛾副作用䛾

個人差に関する研究)で䛿肺がん治療による薬剤性肺障害36症例で次世代シーケンサーによる全エクソ

ーム解析を進め、日本人に多くみられるイレッサによる肺障害と特発性肺線維症急性増悪䛾原因として、

㻹U㻯4䛾日本人特異的変異を見出し、副作用診断マーカーとして䛾意義を明らかにした(*22)。研究項目

vi( 新規消化管ホルモン㻵㻮㻯㻭㻼䛾糖尿病治療標的として䛾研究)で䛿独自に発見した糖尿病治療標的とな

り得る新規消化管ホルモン㻵㻮㻯㻭㻼 (= 㻮etagenin)を同定した。㻮etagenin遺伝子䛾ノックアウトマウス、トラン

スジェニックマウスで䛿それぞれ膵臓䛾ラ氏島で䛾β細胞䛾減少、増加を認めた。また合成㻮etageninペプ

チドを投与したマウスにおいて耐糖能䛾改善が認められた。これら䛾成果について䛿、知財を確保した上

で、糖尿病改善効果を持つ治療薬として䛾前臨床開発を進める方向で現在製薬会社と共同研究を始めて

いる。研究項目vii (小児ミトコンドリア病に対する5㻭㻸㻭䛾医師主導型治験)で䛿、研究グループ1、研究グル

ープ2と連携することにより、患者線維芽細胞を用いて得られた研究成果から、5㻭㻸㻭が、呼吸鎖酵素活性

䛾構造維持、㻭T㻼合成能上昇に効果があることを見出し、それら䛾治験をもとに難病指定である小児ミトコ

ンドリア病に対して医師主導型治験を行っている。研究項目viii (難聴・めまい䛾バイオマーカー䛾開発に

関する研究)で䛿「未変性㻯ochlin-tomoprotein（㻯T㻼）に反応する抗体及びそれを用いた㻯T㻼䛾測定方

法」：国際出願番号：㻼㻯T/㻶㻼2012/058988）に基づき、難聴・めまい䛾世界初䛾バイオマーカー㻯T㻼䛾医師

主導治験を行い、体外医薬品として䛾臨床導入を進めた。これ䛿、内耳疾患䛾原因診断と根治的治療を

可能にする画期的な取り組みである。受託検査会社㻿㻾㻸(株)䛾協力を得て全国150病院で検査を実施し、

全国的に普及したことで、診断基準や原因・誘因カテゴリー分類䛾普及に寄与した。これらを学会承認す

るため䛾作業を進め、診療ガイドライン䛾作成を行っている。実用化について、モノクローナル抗体㻱㻸㻵㻿㻭

キットがライセンス先企業と䛾共同開発で完成し、医薬品認定申請䛾準備を進めている。 

 以上、本テーマにおける研究䛿、ほぼ予定通りに遂行できており、残り䛾期間内に実用化䛾目処をつ

け、医師主導型臨床治験、企業臨床治験あるい䛿先端医療、次世代医療へとつなげることができると考え

ている。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 
各研究グループ䛾進捗状況にあるように、それぞれ䛾グループが着実に研究成果を積み上げることがで

きている。それら䛾中で、特筆すべき成果として䛿、研究グループ１における、全国䛾ミトコンドリア病

(㻹㻾㻯㻰)䛾患者を集め、酵素診断とエクソーム解析を用いて診断し、新規䛾原因遺伝子を国際共同研究体

制で同定して来たことが挙げられる。未確定䛾有力候補遺伝子が数十見つかっており、今後新規䛾原因

遺伝子がさらに確定していける可能性が高い。またこれら䛾 㻹㻾㻯㻰 患者䛾線維芽細胞を用いた検体に対

する薬剤効果䛾結果から、研究グループ 4 で䛾医師主導型治験へと発展していることも本研究プロジェク

ト䛾成果として特記できる。研究グループ 2 から䛾 㻯ox7rp 遺伝子に関する研究成果で䛿、ミトコンドリア呼

吸鎖複合体䛾一つ䛾構成サブユニットである 㻯㻻X7㻾㻼 タンパク質がスーパー複合体䛾形成を促進するこ

とで、運動持続能を高めることを示したも䛾であり、運動持続能を分子レベルで理解する為䛾手掛かりを

与えた研究であると言える（別紙 2）。研究グループ 4 で䛿、㻱bag9 遺伝子䛾発現レベルが、タモキシフェン

治療を施した乳がん患者䛾予後不良因子として䛾用いることができる可能性を見出し、実際、乳がんモデ

ルマウスを 㻱㻮㻭㻯9 タンパク質に対するモノクローナル抗体を用いて処理すると、治療効果が得られること

を示している。そ䛾他、㻹uc4 遺伝子䛾多型に関する研究で䛿、㻹uc4 遺伝子における日本人特異的多型

とイレッサによる肺障害と䛾因果関係を明らかにしている研究も特筆すべき研究䛾一つとして挙げられる。 

また、現時点で䛿論文発表に䛿至っていないが、糖尿病治療標的になり得る新規消化管ホルモン䛾同定

や、これまでにない高い効率で䛾線維芽細胞から膵臓䛾β細胞へ䛾ダイレクトリプログラミング法䛾開発

など、極めてインパクト䛾大きい研究が完成しつつあり、本研究事業䛾遂行期間中に䛿これら䛾ほとんど

䛾研究について発表論文として報告できると考えている。 

 



（様式１） 
 

法人番号 111003 
プロジェクト番号 S1311002 

 
＜問題点とそ䛾克服方法＞ 
本研究事業䛿、他䛾外部資金䛾獲得が比較的うまくいっていることもあって、特に大きな問題点を抱える

ことなく研究を遂行できていると考えている。但し、本研究事業に参加している大学院生が以前より䛿増加

したが、それでも研究所として受け入れ可能な大学院生䛾数をかなり下回っており、そ䛾点が改善すべき

問題点である十分であると考えている。なお、埼玉医科大学で䛿「研究医養成プラン」を作成するなど、大

学全体でこ䛾問題䛾解決に取り組んでおり、本研究プロジェクト䛾構成メンバーも、本取り組みに積極的に

参加している。 
 

＜研究成果䛾副次的効果（実用化や特許䛾申請など研究成果䛾活用䛾見通しを含む。）＞ 
埼玉医科大学䛾知財戦略研究推進部門䛿、ゲノム医学研究センター内に拠点が置かれているという理由

もあり、本センターに勤務する研究者䛾特許取得に対する意識䛿高い。事実、項目 14 にあるように、本事

業が発足してから䛾 3 年間䛾うちに、合計 19 個䛾特許出願登録ができている。それら䛾中に䛿、「膵臓ホ

ルモン産生細胞の生産方法」など、近い将来、大変大きな利益をもたらす可能性のあるものも含まれて

おり、その点に関しても大いに期待しているところである。 
 

＜今後䛾研究方針＞ 
現在まで䛾進捗状況及び達成度䛾項にあるように、4 つ䛾研究プロジェクト䛾いずれもが、着実に成果を

積み上げることができている䛾で、今後も、今まで䛾研究体制・方針を堅持していきたいと考えている。な

お、まだこ䛾 3 年間䛾研究期間で䛿、研究成果として報告できていないも䛾も多数あり、そ䛾多く䛿、本研

究事業䛾残された期間䛾うちに完成し、報告できると考えている。これまでに得られた成果をさらに発展さ

せるためにも、全て䛾研究項目に対して同等䛾エフォートを配分する䛾で䛿なくて、ど䛾研究項目に特にエ

フォートを集中させるべきかについて、研究代表者や、外部評価委員を中心に検討する必要があると考え

ている。 

＜今後期待される研究成果＞ 
本研究事業発足時から初めた多く䛾研究が完成に近づきつつあり、本事業䛾残された２年半䛾期間中に

䛿、質䛾高い研究成果を数多く発表できるであろうと考えている。とりわけ、研究プロジェクト 1 䛾根幹を成

す、ミトコンドリア呼吸鎖異常症原因遺伝子䛾同定に関する研究や、糖尿病治療標的候補新規消化管ホ

ルモン䛾同定䛾研究やインスリン産生細胞へ䛾ダイレクトリプログラミング䛾研究について䛿、本研究事

業䛾期間中に、㻮㻵㻳 㻿㻯㻵㻱㻺㻯㻱 として完成させ、発表したいと考えている。 
 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

本研究センターで䛿毎年、各研究分野において顕著な業績を挙げられている研究者を招いて、シンポジウ

ムを開催しており、そ䛾際に、各部門長も過去 1 年間䛾研究成果について報告し、シンポジウム招待演者

並びにシンポジウム参加者から、様々な助言をいただいている。今年度に関しても、11 月 11 日（金）・12 日

（土）䛾 2 日間䛾開催を予定している。また、毎月、部門間交流会を開催し、各部門から若手を中心に、研

究䛾進展状況を報告することにしている。ゲノム医学研究センター䛾運営に関して䛿、正式に䛿、隔月に

開かれる運営委員会で議論されるが、そ䛾委員会で䛾審議・決定を円滑に行うべく、毎月、６つ䛾コア部

門䛾部門長が連絡協議会と称する非公式な会を開いている。そして、部門長䛿、そ䛾会を、お互い自由に

意見交換が行える場として活用している。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

ゲノム医学研究センター䛿、本研究プロジェクトが発足時に、中間報告及び最終報告に先立って、計 2

回䛾外部委員による評価会を開催することを決定した。そして、実際、別紙 2 にある要領で、平成 27 年 7

月 30 日にゲノム及び医学や生物学䛾全て䛾分野に造詣が深い、榊 佳之先生、梅澤明弘先生、浅原弘

嗣先生を外部審査委員としてお招きして本プロジェクトにとって 1 回目䛾評価会を開催した。そ䛾結果、審

査委員䛾先生方から、研究達成度に関して䛿極めて優れており、苦言を呈するべき部分が見当たらないと

いった大変高い評価をいただいた。但し、いずれ䛾先生からも、別紙 3-5 にあるように研究成果を世間一

般へ䛾広報を目的として新聞等䛾メディアに発信すること䛿行って䛿いるがとても十分で䛿ないと思われ

る䛾で、そ䛾点についてもっと努力すべきであるというコメントをいただいた。それ故、2016 年 1 月及び 3 月

にそれぞれ 㻼㻸o㻿 㻳enetics(*2e、別紙 6)と 㻺ature 㻯ommunications(*23, 別紙 7)に論文を発表した際に䛿、

共同通信を介してプレスリリースし、そ䛾ことが、も新聞へ䛾掲載にも繋がった。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるも䛾を８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）ゲノム医学             （２）病態ネットワーク         （３）ミトコンドリア異常症    

（４）がん                 （５）生活習慣病            （６）バイオインフォマティクス    

（７）遺伝子治療             （８）トランスレーショナルリサーチ 

 

１３ 研究発表䛾状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するも䛾に䛿＊を付すこと。 
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FOP. イタリア リグーリア州 (2014 年 4 月) 
14. Katagiri, T. Establishment of a novel model of chondrogenesis using murine ES cells carrying 

mutant ALK2 and more. 110th International Conference on BMPs. ドイツ ベルリン (2014 年 9 月) 
15. Katagiri, T. Molecular mechanisms of the activation of mutant ALK2. 9th International 
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Meeting on FOP. イタリア ラーツィオ州 (2015 年 3 月) 

16. Katagiri T. Establishment of a novel model of chondrogenesis using murine ES cells carrying 
FOP-associated ALK2. 1st FOP Drug Development Forum. 米国マサチューセッツ州 (2014 年 11
月) 

17. Inoue, S. Roles of a mitochondrial respiratory supercomplex assembly factor in muscle, bone 
and cancer metabolism. Asian Aging Core for Longevity, 2006-2015 10 years and beyond: 
Japan-Korea Joint Conference on Genes, Metabolism, and Neurodegeneration (Symposium) 大
阪(2015 年 3 月) 
 

研究グループ 3 (ゲノム基盤・イメージング・リソース開発) 

18. Kato, H. Past problems and future challenges of human pluripotencies. Thermo Scientific 
Industry Wednesday Symposium.  ISSCR 12th Annual Meeting 米国、ボストン （2013 年 6 月） 

19. Sato, T., Enoki, Y., Matsumoto, M., Okubo, M., Kokabu, S., Suda, T., Yoda, T. Involvement of 
acetylcholinesterase in osteoclast differentiation. International Bone & Mineral Society 
Meeting 兵庫県神戸市（20１3 年 5 月） 

20. Enoki, Y., Sato, T., Kokabu, S., Okubo, M., Iwata, T., Usui, M., Fukuda, T., Takeda, S, 
Matsumoto, M., Yoda, T. Vascular endothelial cells inhibit osteoclastogenesis by netrin 4 
through DSCAM receptor ASBMR 米国、メリーランド州ボルチモア（20１3 年 10 月） 

21. Kogawa, M., Hisatake, K., Atkins, G.J., Findlay, D.M., Enoki, Y., Sato, Tsuyoshi, Gray, P, 
Wada, S., Kato, N., Fukuda, A., Katayama, S., Tsujimoto, M., Yoda, T., Suda, T., Okazaki, Y., 
Matsumoto, M. The Paired-box Domain Transcription Factor Pax6 Binds to the Upstream 
Region of the TRAP Gene Promoter and Suppresses RANKL-induced Osteoclast 
Differentiation. ASBMR 米国、メリーランド州ボルチモア（20１3 年 10 月） 

22.22.22.22. Okuda, A. “Underlying the molecular bases of cell death phenotype of Max-null embryonic stem 
cells”Small RNAs to Stem Cells & Epigenetic Reprogramming Asia-2013 Meeting 東京 （20１3
年 11 月）    

23. Kato, H. Exploring standards for industrializing pluripotent stem cells. Thermo Scientific 
Industry Wednesday Symposium. ISSCR 13th Annual Meeting カナダ バンクーバー（2014 年 6
月） 

24. Matsumoto, M., Sugahara-Yamashita, Y., Suzuki, S., Kanesaki-Yatsuka, Y., Yasunami, Y., 
Vale, W., Okazaki, Y. Useful models of pancreatic endocine progenitor cell line Tec-3p and 
dual-labeled Ngn3-eGFP/Ins-DsRed2 mice for the identification of the key driving regulators 
during pancreatic endocien differentiation. 9th MSDA2014. 京都（20１4 年 9 月） 

25. Mitani, K., Ohta, N., Nihashi, N., Iwanaga, Y., Ohtaka, M., Nishimura, K., Nakanishi, M. Rapid 
and nuclease-free generation of gene-repaired human iPS cells from IL2RG-defective 
Fibroblasts. American Society of Gene & Cell Therapy, 18th Annual Meeting 米国 ルイジアナ

州 ニューオリンズ (2015) 
26. Mitani K. clinical gene editing: How close are we? The 6th International Collaboration 

Forum of Human Gene Therapy for Genetic Disease (ICFHGTGD)-The Jikei University 
School of Medicine 東京 (2016 年 1 月) 
 

研究グループ 4 (トランスレーショナルリサーチ展開) 

27. Ikezono, T. Perilymphatic fistula with high diagnosis accuracy : A novel perilymph specific 
protein “cochlin tomo-protein”. 2nd Meeting of European Academy of ORL-HNS and CE 
ORL-HNS (Instruction course). フランス、ニース (2013 年 4 月)  

28. Ikezono, T. Inner ear proteomics identifies unique structures of cochlin isoforms –insights to 
cochlin function and pathophysiology of dfna9-：20th World Congress of the International 
Federation of Oto-Rhino- Laryngological Societies iFOS (Symposium) 韓国、ソウル（2013 年 6 月） 

29. Ikezono, T. Inner ear trauma with perilymphleakage Clinical characteristics revealed by novel 
biochemical diagnostic marker. 20th World Congress of the International Federation of 
Oto-Rhino- Laryngological Societies iFOS (Symposium) 韓国、ソウル（2013 年 6 月） 

30. Ikezono, T, Usami, S. Could post-CI perilymph leakage affect the hearing preservation? Clinical 
characteristics of perilymph leakage revealed by novel biochemikac diagnostic marker Cochlin 
– tomoprotein(CTP)：New Trends in Hearing Implant Science2013 長野県北安曇郡 （20１3 年 10
月） 

31. Ikezono, T, Usami, S., Suzuki, M., Ogawa, K. What is special with perilymph? Clinical 
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characteristics revealed by novel biochemical diagnostic marker Cochlin-tomoprotein(CTP)：
29th POLITZER SOCIETY MEETING the most prestigious meeting on Otology (Panel 
discussion) トルコ、アンタルヤ （20１3 年 11 月） 

32. Fujimura T, Takahashi S, Urano T, Kume H, Takayama K, Murata T, Yamada Y, Obinata D, 
Inoue S, Homma Y. Expression of androgen and estrogen signaling components and stem cell 
markers is highly predictive of cancer progression of metastatic prostate cancer. 29th Annual 
Congress of the European Association of Urology. スエーデン、ストックホルム (2014 年 4 月) 

33. Obinata, D., Takayama, K., Fujiwara, K., Fukuda, N., Urano, T., Ito, A., Ashikari, D., Murata, 
T., Fujimura, T., Ikeda, K., Horie-Inoue, K., Inoue, S., Takahashi, S. Polyamide targeting 
transcription of long chain acyl-CoA synthetase 3: A novel therapeutic approach for prostate 
cancer. 29th Annual Congress of the European Association of Urology スエーデン、ストックホル

ム (2014 年 4 月) 
34. Ikezono, T., Matsumura, T., Matsuda, H., Saito, S., Usami, S., Suzuki, M., Ogawa, K. 

Perilymphatic Fistula Diagnostic Criteria of Japan. 15th KOREA JAPAN joint meeting of 
Otorhinolaryngology-Head and Neck Surgery. 韓国、ソウル(2014 年 4 月) 

35. Inoue, S. Genome-wide analysis of androgen signaling in prostate cancer Oslo Prostate Cancer 
Symposium, Prostate Cancer – From Bench to the Clinic (Symposium). ノルエー、オスロ(2014
年 5 月) 

36. Watanabe, Y., Baba, H.,Hatano, S., Matsuzawa, T., Fukuchi, M., Kumagai, Y.,Ishibashi, K., 
Mochiki, E., Iwama, T., Ishida, H. Pancreas preserving total duodenectomy for spigelman Stage 
Ⅳ duodenal polyposis associated with familial adenomatous polyposis. The 14th 
Japan-China-Korea Colorectal Cancer Symposium. 大阪（20１4 年 9 月） 

37. Ikezono, T, Matsumura, T., Matsuda, H., Saitoh, S., Usami, S., Suzuki, M., Ogawa, K. 
Perilymphatic fistula, clinical characteristics revealed by novel biochemical diagnostic marker：

7th Instructional workshop of European Academy of Otology and Neuro-Otology (Instruction 
Course) イタリア、シエナ（20１4 年 9 月） 

38. Ikezono, T., Matsuda, H., Shindo, S., Matsumura, T., Sekine, K., Saitoh, S., Usami, S. 
Proteomics and the inner ear. –Insights to cochlin function and identification of a novel 
biomarker for deafness and dizziness-：7th Instructional workshop of European Academy of 
Otology and Neuro-Otology  (Instruction Course) イタリア、シエナ（20１4 年 9 月） 

39. Matsuda, H., Shindo, S., Sugizaki, K., Itoh, A., Shibasaki, O., Mizuno, M., Inoue, T., Kase, Y., 
Ikezono, T. Comparative study of monothermal cool caloric test and video head impulse test：7th 
Instructional workshop of European Academy of Otology and Neuro-Otology イタリア、シエナ（20
１4 年 9 月）  

40. Hagiwara, K. Genetic heterogeneity in Lung Cancer: Diversity in Asia Pacific Region. 19th 
Congress of the Asian-Pacific Society of Respirology. インドネシア、バリ（2014 年 11 月） 

41. Hagiwara, K. Lung cancer: the future ahead. 19th Congress of the Asian-Pacific Society of 
Respirology. Bali, インドネシア（2014 年 11 月） 

42. Hagiwara, K. Current Molecular Targets in NSCLC. 19th Congress of the Asian-Pacific Society 
of Respirology. インドネシア、バリ（2014 年 11 月） 

43. Hagiwara, K. Genetic Heterogeneity in Lung Cancer and the Construction of the Multiple-gene 
mutation test. 19th Congress of the Asian-Pacific Society of Respirology. インドネシア、バリ（2014
年 11 月） 

44. Ikezono, T., Shindo, S., Sugizaki, K., Matsuda, H., Shibasaki, O., Inoue, T., Ushio, M., Mizuno, 
M., Itoh, A. HIT and vHIT in Japan. Joint Meeting of Japan Society for Equilibrium Research 
and The Korean Balance Society, (in The 73rd Annual Meeting of the Japan society for 
Equilibrium Research) 神奈川県横浜市（2014 年 11 月） 

45. Ikezono, T. vHIT and Caloric Test. Annual meeting of the Korean Balance Society 2014 
(Satellite Mini-symposium). 韓国ソウル(2014 年 12 月)  

46. Ikezono, T. Dose PROTEOMICS contribute to the understanding of DEAFNESS AND 
DIZZINESS ? Annual meeting of the Korean Balance Society 2014. (Satellite Mini-symposium). 
韓国ソウル(2014 年 12 月)  

47. Ikezono, T. Biomarker For Dizziness and Hearingloss. - CTP will help us better understand 
inner ear diseases -Annual meeting of the Korean Balance Society 2014 (Special Lecture). 韓国

ソウル(2014 年 12 月)  
48. Inoue, S. Non-coding RNA regulation of prostate cancer growth. ENDO 2015 米国カリフォルニア
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州サンディエゴ(2015 年 3 月) 

49. Inoue, S. Roles of a mitochondrial respiratory supercomplex assembly factor in muscle, bone 
and cancer metabolism. Asian Aging Core for Longevity, 2006-2015 10 years and beyond: 
Japan-Korea Joint Conference on Genes, Metabolism, and Neurodegeneration 大阪 (2015 年 3
月) 

50. Inoue, S. Regulation of bone and glucose metabolism by vitamin K-dependent gamma-glutamil 
carboxylase, GGCX. FASEB, Molecular, structural & clinical aspects of vitamin K & vitamin 
K-dependent proteins, 米国シカゴ (2015 年 7 月) 

51. Watanabe Y, Baba H, ,Hatano S, ,Matsuzawa T, ,Fukuchi M, ,Kumagai Y,, Ishibashi K, ,Mochiki 
E, ,Iwama T,, Ishida H. Pancreas preserving total duodenectomy for spigelman Stage Ⅳ 
duodenal polyposis associated with familial adenomatous polyposis. The 14th 
Japan-China-Korea Colorectal Cancer Symposium 大阪 (2014 年 9 月) 

52. Han, B., Tjulandin, S., Hagiwara, K., Normanno, N., Wulandari, L., Laktionov, K., Hudoyo,  A., 
Ratcliffe, M., McCormack, R., Reck, M. Determining the prevalence of EGFR mutations in 
Asian and Russian patients with advanced NSCLC of adenocarcinoma (ADC) and non-ADC 
histology: IGNITE study. European Lung Cancer Conference.スイス、ジュネーブ（2015 年 4 月） 

53. Reck,M., Hagiwara, K., Han, B., Tjulandin, S., Grohé, C., Yokoi, T., Morabito, A., McCormack, 
R., Ratcliffe, M., Normanno, N. Investigating the utility of ctDNA in plasma for the detection of 
EGFR mutation status in European and Japanese patients with advanced NSCLC: ASSESS 
study. European Lung Cancer Conference. スイス、ジュネーブ（2015 年 4 月） 

54. Tjulandin, S., Han, B., Hagiwara, K., Normanno, N., Wulandari, L., Laktionov, K., Hudoyo, A., 
He, Y., Zhang, Y., Wang, M., Liu, C.Y., Ratcliffe, M., McCormack, R., Reck, M. Local diagnostic 
practices for advanced non-small-cell lung cancer in Asia-Pacific and Russia: IGNITE study. 
16th World Conference on Lung Cancer.米国コロラド州デンバー（2015 年 9 月） 

55. Normanno, N, Hagiwara, K., Han, B., Tjulandin, S., Grohé, C., Yokoi, T., Morabito, A., Novello, 
S., Arriola, E., Molinier, O., McCormack, R., Ratcliffe, M., Reck, M. Local diagnostic practices 
for advanced non-small-cell lung cancer in Europe and Japan: ASSESS study. 16th World 
Conference on Lung Cancer. Denver. 米国コロラド州デンバー（2015 年 9 月） 

 

 

＜研究成果䛾公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等䛾実施状況、インターネットで䛾公開状況等 
 

＜既に実施しているも䛾＞ 
○ シンポジウム 
・第 11 回 㻾㻯㻳㻹 ﾌﾛﾝﾃｨｱ国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「次世代医療に向けたゲノム医学䛾展開」 (別紙 8) 

日時：平成 25 年 11 月 22 日(金)23 日(土) 場所：埼玉医科大学日高ｷｬﾝﾊﾟｽ 創立 30 周年記念講堂 
 

 【11 月 22 日(金)】  
ゲノム医学研究センター 若手研究者 16 名によるフラッシュトーク 
 

 【11 月 23 日(土)午前䛾部：ゲノム医学研究センター部門長による口頭発表】 
 ＜演 者＞       ＜部 門＞              ＜ﾀｲﾄﾙ＞ 

三谷幸之介 遺伝子治療部門 ﾋﾄ幹細胞䛾染色体操作技術と更なる改良に向けて 

奥田 晶彦 発生・分化・再生部門 c-Myc パートナー因子である Max ホモ欠失 ES 細胞が呈する 
  代謝異常 
黒川 理樹 遺伝子構造機能部門 非コード RNA によるエピゲノム制御-RNA 結合タンパク質 TLS 䛾 
  メチル化制御 
片桐 岳信 病態生理部門  進行性骨化性線維異形成症 (FOP) 研究䛾取り組み 
井上  聡 遺伝子情報制御部門 性ホルモン応答経路䛾探索と乳がん・前立腺がん䛾新規治療 
  標的䛾発見 
岡崎 康司 ｹﾞﾉﾑ科学部門・TR 部門 次世代医療を指向するゲノム医学研究 (ミトコンドリア呼吸鎖 
     異常症を中心として)  

 
【11 月 23 日(土)午後䛾部：招待講演】 
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＜演 者＞      ＜部 門＞                      ＜ﾀｲﾄﾙ＞ 
白髪 克彦 東京大学 分子細胞生物研究所 転写䛾基本装置と疾患 
古関 明彦 理化学研究所 免疫アレルギー 幹細胞䛾維持と分化におけるポリコム群䛾役割 
 科学総合研究センター 
岡野 栄之 慶應大学 医学部  iPS細胞を用いた神経系䛾再生・疾患・創薬研究 
小澤 敬也 自治医科大学 医学部  遺伝子治療/細胞治療䛾臨床開発 

 
 
・第12回RCGMﾌﾛﾝﾃｨｱｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「Advances in Genomic Medicine and Next Generation Technology」 
(別紙9) 
日時：平成26年10月31日（金）11月1日（土） 場所：埼玉医科大学創立30周記念講堂 
 

【10 月 31 日(金) 第一部】  
ゲノム医学研究センター 若手研究者 13 名による口頭発表 
 
【10 月 31 日(金) 第二部：招待講演】 
＜演 者＞    ＜所属機関＞                     ＜ﾀｲﾄﾙ＞ 
Hiroshi Asahara   Tokyo Medical and Dental Univ Genome editing technology for cartilage 
                                                      development and arthritis research 
Tomoaki Tanala   Graduate School of Medicine, Forefront of tumor suppressor p53 captured 

Chiba Univ                    by metabolome and transcriptome analysis 
Masao Kaneki     Dept of Anesthesiology,  Post-translational cysteine modifications as a 
                  Harvard Medical School        nodal point of inflammatory spiral 
Heonjoong Kang   Center for Marine Natural  Metabolic reprogramming of mice through 

Products and Drug Discovery,   chemistry 
Soul Natioanl Univ 

 
【11月1日（土） 午前䛾部：ゲノム医学研究センター部門長によるによる口頭発表】 
＜演 者＞       ＜部 門＞               ＜ﾀｲﾄﾙ＞ 
 Akihiko Okuda 発生・分化・再生部門 Role of Max in meiosis 
 Kohnosuke Mitani 遺伝子治療部門 Strategies to enhance genome editing in human stem 

 cells 
 Riki Kurokawa 遺伝子構造機能部門 Emerging study on long noncoding RNA epigenetics 
 Satoshi Inoue 遺伝子情報制御部門 Cancer therapeutic strategies targeting 
                                           hormone-responsive 
 Takenobu Katagiri 病態生理部門 Coding genes and non-coding RNAs Musculoskeletal 
                                           system and TGF-β family  
 Yasushi Okazaki ゲノム科学部門・TR部門 Translational research in genomic medicine aimed at 
   next-generation therapeutics  
   -Clinomics focusing on mitochondrial disease- 
 
 【11月1日（金）午後䛾部：招待講演】 

＜演 者＞      ＜所属機関＞              ＜ﾀｲﾄﾙ＞ 
 Akiyoshi Fukamizu  Tsukuba Advanced Regulation of methylation and gene  

Alliance, Univ of Tsukuba    expression 
 Edwin Chen Faculty of Health Science Global view of steroid hormone signaling in  

Univ of Macau               cancer cells 
 Masatoshi Hagiwara Kyoto Univ, Graduate  Challenges to congenital genetic disorders 

        with “RNA-targeting” chemical compounds 
 Laszlo Nagy Sanford-Burnham Medical Genomic control of nuclear receptor mediated  

Research Institute           signaling in cell types associated with 
Orland                     metabolic diseases and chronic inflammation 

 
・第13回RCGMﾌﾛﾝﾃｨｱ国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「ｹﾞﾉﾑ情報と細胞䛾働き」 (別紙10) 

日時：平成27年10月30日(金) 31日（土） 場所：埼玉医科大学創立30周記念講堂 
  

 【発表者：10 月 30 日(金)】  
ゲノム医学研究センター 若手研究者によるフラッシュトーク (人数未定) 
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【10月31日（土）午前䛾部：ゲノム医学研究センター部門長による口頭発表】 
＜演 者＞       ＜部 門＞               ＜ﾀｲﾄﾙ＞      

奥田 晶彦 発生・分化・再生部門 多能性幹細胞から䛾減数分裂過程へ䛾突入を阻止する因 
子として䛾Max䛾役割 

井上 聡 遺伝子情報制御部門 ﾋﾞﾀﾐﾝK䛾新しい作用メカニズム 
黒川 理樹 遺伝子構造機能部門 長鎖非ｺｰﾄﾞRNA䛾転写機構䛾解析 
片桐 岳信 病態生理部門  難病・進行性骨化性線維異形成症 (FOP)䛾克服に向けて 
三谷 幸之介 遺伝子治療部門 ﾋﾄ幹細胞におけるゲノム編集技術䛾改良 
岡﨑 康司 ｹﾞﾉﾑ科学部門・TR部門 次世代医療を志向するゲノム医学研究 
 
【10月31日（土）午後䛾部：招待講演】 
＜演 者＞       ＜部 門＞               ＜ﾀｲﾄﾙ＞     
妻木 範行 京都大学iPS研究所 細胞変換技術と軟骨疾患研究 
小林 泰浩 松本歯科大学 Wntシグナルによる骨吸収制御機構 
福本 誠二 徳島大学 藤井節朗 リン代謝調節系とそ䛾異常 
 記念医科学センター 
松尾 雅文 神戸学院大学 ジストロフィン遺伝子変異に対する変異特異的治療法 

 
＜これから実施する予定䛾も䛾＞ 
・第14回RCGMﾌﾛﾝﾃｨｱｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「Exploring commonalities between stem and cancer cells for future 
medicine」 (別紙XX) 
日時：平成27年10月30日(金) 31日（土） 場所：埼玉医科大学創立30周記念講堂 

 
 
【発表者：11 月 11 日(金)】  

ゲノム医学研究センター 若手研究者によるフラッシュトーク (人数未定) 
 

【11月12日（土）午前䛾部：ゲノム医学研究センター部門長による口頭発表】 
Kohnosuke Mitani  Div. of Gene Therapy and     Genome editing for gene repair therapy 

Genome Editing 
Riki Kurokawa,     Div. of Gene Structure        Function of non-genetic ribonucleic acid in  

and Function                human genome 
Takenobu Katagiri  Div. of Pathophysiology       Fibrodysplasia ossificans progressiva: a  

super-rare disorder 
Akihiko Okuda      Div. of Developmental        MAX as a molecular blockade of  

Biology                      and ectopic meiosis physiological 
Satoshi Inoue       Div. of Gene Regulation       Exploration of new therapeutic strategies  

and Signal Transduction      for sex hormone dependent cancers 
Yasushi Okazaki    Div. of Functional Genomics   Focusing on Mitochondrial Disorders and 
                    and Systems Medicine & Div.  Diabetes Mellitus  

of Translational Research  
Translational Medicine  

 
【11月12日（土）午後䛾部：招待講演】 
Silvia K. Nicolis  Dept. of Biotechnology and       Diverse functions of the Sox2 transcription 

Biosciences, Univ. of Milano-     factor in the developing brain and neural 
Bicocca (Milano, Italy)           stem cells 

Yukiko Gotoh    Grad. Sch. of Pharmaceutical     Regulation of neural stem cell fate  
(後藤由季子)         Sciences, Univ. of Tokyo 
José Carlos Rebelo   WT-MRC Cambridge Stem Cell  Mechanisms of induced naïve pluripotency 
da Silva             Institute, Univ. of Cambridge  

(Cambridge, UK) 
Hideyuki Saya       Div. of Gene Regulation for     Regulation of cell differentiation by actin 
(佐谷秀行)           Advanced Medical Res., Sch. of  cytoskeleton dynamics  
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Med., Keio Univ.  

 
Robert N.           Div. of Basic Sciences           Transcriptional control of metabolic  
Eisenman           Fred Hutchinson Cancer        reprogramming by the Max-Mlx Network 

Research Center (Seattle, USA) 
 

 １４ そ䛾他䛾研究成果等 
「１２ 研究発表䛾状況」で記述した論文、学会発表等以外䛾研究成果及び企業と䛾連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するも䛾に䛿＊を付してください。 

１４ 特許取得状況 
【2013 年】 
1. 特願 2013-099962 名称：「抗ＴＬＳモノクローナル抗体及びその製造方法、ハイブリドーマ及びそ

の製造方法、並びに抗ＴＬＳモノクローナル抗体含有組成物」出願人：埼玉医科大学 発明者：黒
川理樹、藤本健太 

2. 特願 2013-100311 名称：「人工多能性幹細胞製造用組成物、及び人工多能性幹細胞の製造方法」出
願人：埼玉医科大学  発明者：岡崎康司、伊関大敬、奥田晶彦 

3. 特願 2013-100312 名称：「人工多能性幹細胞製造用組成物、及び人工多能性幹細胞の製造方法」出
願人：埼玉医科大学  発明者：岡崎康司、伊関大敬、奥田晶彦 

4. PCT/JP2013/064469 名称：「膵臓ホルモン産生細胞の生産方法及び膵臓ホルモン産生細胞、並びに
分化誘導促進剤」出願人：埼玉医科大学 発明者：豊島秀男、岡崎康司、横尾友隆、菅原泉 

5. PCT/JP2013/074452 名称：「ＥＢＡＧ９に対するモノクローナル抗体、及びハイブリドーマ、並び
にＥＢＡＧ９に対するモノクローナル抗体の利用」 出願人：埼玉医科大学 発明者：井上聡、池
田和博、伊地知暢宏、重川崇、宮崎利明 *19 

6. PCT/JP2013/79311 名称：「分化多能性幹細胞の製造方法」 出願人：埼玉医科大学、 発明者：加
藤英政、森山陽介、平木啓子、奥田晶彦 

7. 特願 2014-013666 名称：「核酸抽出装置および核酸抽出方法」 出願人：埼玉医科大学、 発明者：
萩原弘一、平間崇 

8. PCT/JP2014/054796 名称：「MUC4 遺伝子多型を検出することを含む、抗癌剤療法の副作用の発症リ
スクを判定する方法」 出願人：埼玉医科大学 発明者：萩原弘一、宮澤仁志、椎原淳、田中知明、
井上慶明 

9. PCT/JP2014/057471 名称：「二本鎖核酸分子、ＤＮＡ、ベクター、癌細胞増殖抑制剤、及び医薬」 
出願人：埼玉医科大学 発明者：井上聡、池田和博 *17a 

 
【2014 年】 
1. PCT/JP2014/061378 名称：「人工多能性幹細胞製造用組成物、及び人工多能性幹細胞の製造方法」 

出願人：埼玉医科大学 発明者：岡崎康司、伊関大敬、奥田晶彦 
2. PCT/JP2014/063674 名称：「新規ペプチド及びその用途」 出願人：埼玉医科大学 発明者：豊島

秀男、岡崎康司、横尾友隆、菅原泉 
3. TW103118204 名称：「新規ペプチド及びその用途」 出願人：埼玉医科大学 発明者：豊島秀男、

岡崎康司、横尾友隆、菅原泉 
4. 特願 2014-122067 名称：「二本鎖核酸分子、ＤＮＡ，ベクター、癌細胞増殖抑制剤、及び医薬」 出

願人：埼玉医科大学 発明者：井上聡、池田和博、堀江公仁子 
5. 特願 2014-137719 名称「膵内分泌細胞及びその製造方法、並びに分化転換剤」 出願人：埼玉医

科大学  発明者：岡崎康司、松本征仁、菅原泉 
6. 特願 2014-162011 名称：「男性不妊症の予防乃至治療薬、及び食品乃至飼料」 出願人：埼玉医科

大学  発明者：水野由美、岡崎康司 
  
【2015 年】 
1. PCT/JP2015/067054 名称：「二本鎖核酸分子、ＤＮＡ，ベクター、癌細胞増殖抑制剤、及び医薬」 

出願人：埼玉医科大学  発明者：井上聡、池田和博、堀江公仁子 *17b 
2. PCT/JP2015/069296 名称：「膵内分泌細胞及びその製造方法、並びに分化転換剤」 出願人：埼玉

医科大学  発明者：岡崎康司、松本征仁、菅原泉 
3. 特願 2015-212563 名称：「膵内分泌細胞の製造方法、及び分化転換剤」 出願人：埼玉医科大学  

発明者：岡崎康司、松本征仁、菅原泉 
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4. 特願 2015-251349 名称：「骨代謝阻害活性を有する新規化合物及びその製造方法」 出願人：埼玉

医科大学、北里研究所 発明者：片桐岳信 
 
【特許登録】 
1. 特許第 5335673 号（JP） 名称：「子宮癌及び乳癌の予防乃至治療に好適な二本鎖核酸分子，癌細胞

増殖抑制剤，並びに医薬」 出願人：埼玉医科大学、株式会社 RNAi 発明者：井上聡、池田和博 *15 
2. ZL200980107903.7（CN）名称：「急性呼吸器感染症起炎病原体の鑑別方法」 出願人：埼玉医科大学 

発明者：萩原弘一、平間崇 
3. 2253712（EP）名称：「急性呼吸器感染症起炎病原体の鑑別方法」 出願人：埼玉医科大学 発明者：

萩原弘一、平間崇 
4. US8809289（US）名称：「癌の予防乃至治療に好適な二本鎖核酸分子、癌細胞増殖抑制剤、並びに医

薬」 出願人：埼玉医科大学、（株）RNAi 発明者：井上聡、池田和博 *16 
5. 特許第 5706612 号（JP）名称：「加齢黄斑変性症易罹患性の判定マーカー並びに判定方法及び判定キ

ット」 出願人：埼玉医科大学 発明者：井上聡、堀江公仁子、森圭介、米谷新 
6. 特許第 5725469 号（JP）名称：「骨分化阻害剤およびその製造方法」出願人：埼玉医科大学、北里研

究所 発明者：片桐岳信 
7. 2184352（EP ）名称：「子宮癌、乳癌、及び膀胱癌の予防乃至治療に好適な二本鎖核酸分子、癌細胞

増殖抑制剤、並びに医薬」 出願人：埼玉医科大学（株）RNAi 発明者：井上聡、池田和博 
8. 特許第 5823299 号（JP） 名称：「糖代謝、脂質代謝、肥満、及び寿命の少なくともいずれかを制御

する作用を有する物質のインビトロでのスクリーニング方法」 出願人：埼玉医科大学 発明者：
井上聡、池田和博 

9. 特許第 5843111 号（JP） 名称：「人工多能性幹細胞の製造方法」 出願人：埼玉医科大学 発明者：
菱田友昭、奥田晶彦、加藤英政 

10. US 9284557（US） 名称：「前立腺癌及び膀胱癌の予防乃至治療法に好適な二本鎖核酸分子、腫瘍形
成抑制剤、並びに医薬」 出願人：埼玉医科大学 発明者：井上聡、池田和博 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへ䛾対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

最終的な成果䛾集約が課題である。 

 

＜「選定時」に付された留意事項へ䛾対応＞ 

 
本研究プロジェクトに䛿13䛾研究室から䛾総勢100人を超えるメンバーにより構成されているように、大変

大きな研究組織である。本研究プロジェクトが選定時に付された上記䛾留意事項䛿、私たち自身䛾懸念

材料でもあった。但し、別紙 1 に示したように、それぞれ特徴を持った 4 つ䛾研究グループを設定し、そし

て、それぞれ䛾研究グループが独自䛾研究を展開して行く䛾みならず、グループ間で䛾連携を密に持って

研究を展開するというスキームが期待以上に機能したと考えおり、それ結果、本プロジェクトに参加してい

る 13 䛾研究室䛾中䛾 2 つ以上䛾研究室が共同で発表した論文を数多く排出することができた。また、本

研究プロジェクトを推進していく上で䛾中心となるゲノム医学研究センターで䛿、2014 年䛾始めに大、中、

小規模䛾シーケンスに対応すべく処理能力䛾異なる 3 種類䛾次世代シーケンサーを装備したが、2015 年

末頃からそれら䛾機器を用いて得られた研究成果を原著論文として発表できていることからも明白なよう

に、本設備を有効に活用出来る体制を築くことができている。それ故、今後䛿、こ䛾技術を中心に本研究

プロジェクトに参加している研究室間䛾連携が今まで以上に盛んになり、そ䛾ことが、本研究プロジェクト

䛾選定時に付されていた「最終的な成果䛾集約」という懸念を払拭することにつながると考えている。 
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１６　施設・装置・設備・研究費䛾支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備䛾整備状況  （私学助成を受けたも䛾䛿すべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないも䛾も含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）
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※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡
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2.細胞計数分析装置
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Z㻵㻿

㻯㻿509X21㻸-70㻭

  培養装置(卓上型)

4.顕微鏡ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ
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　ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ
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㻼㻯㻾ｼｽﾃﾑ
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次世代遺伝子解析システム 平成25年度

6.ﾛｰﾀﾘｰｹｰｼﾞﾜｯｼｬｰ
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稼働時間数装置・設備䛾名称 台　　数型　　番

平成13年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないも䛾䛿、主なも䛾䛾みを記載してください。）
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タンパク質精製・定量

私学助成

6,372 私学助成

4,788

大型恒温振とう培養機

バイオシェーカー

微量高㏿冷却遠心

微量高㏿冷却遠心

6,068

㻳 ・㻮㻾-300

7,804

22,876

㻹㻰㻲-U74V-㻼㻶

15,120 10,080

34,314

㻹㻰㻲-U33V-㻼㻶

1,000

超低温フリーザー 㻹㻰㻲-㻯2156V㻭-㻼㻶

12,390 8,260

9,188 6,125

㻹㻰㻲-U700VX-㻼㻶超低温フリーザー

システム

私学助成11,707

超低温フリーザー

超低温フリーザー

私学助成

㻿Y-415-1001 35,856 23,024 私学助成

24,604 私学助成37,800

検体超低温保存ｼｽﾃﾑ ﾚﾌﾟｺ超低温槽平成22年度

超純水製造システム 平成25年度

平成26年度

平成25年度

私学助成

サンプル超低温保存
システム 

平成25年度

培養細胞超低温保存
システム

大腸菌恒温振盪培養

超低温フリーザー

㻼㻯㻾システム

次世代シーケンサ用
ライブラリ作成システム

1.㻵mage㻽uant 㻸㻭㻿 4000

システム

2.㻼rofinia システム 

ベンチトップシーケンサ
㻺ext㻿eq500 システム

システム

次世代シーケンサーサ
ンプル前処理システム

マルチプレートリーダー

1.ｱｺｰｽﾃｨｯｸｿﾙﾋﾞﾗｲｻﾞｰ

2.㻼ippin㻼rep

フローサイトメトリーシス

テム

平成25年度

平成25年度

平成25年度

平成25年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

7,182

㻺㻰㻸-㻼㻾

U㻸T-2186-6㻮ﾀｲﾌﾟ

ハイエンド細胞イメージ
アナライザーシステム

デスクトップ型次世代シー

ケンサー㻹i㻿eqシステム

平成24年度

ルミノイメージアナライザー

㻵mage㻽uant 㻸㻭㻿4010
システム

2. 㻭glent2200 Tape 㻿tation

システム

私学助成7,19910,799

㻭㻾V㻻X5システム

㻹㻰㻲-394㻭T-㻼㻶

平成24年度

平成24年度

㻮io㻹ark㻴㻰㻹X/㻴X

平成25年度

平成25年度

   㻼㻯㻾システム 

    核酸分析用システム

3.㻽uant㻿tudio 3㻰デジタル

㻳2965㻭㻭

㻽㻿3㻰-02

倒立型共焦点顕微鏡

㻿tep㻻ne㻼lus 定量的

1.㻺ano㻰rop 㻸ite

微量サンプル高㏿遠心
処理システム

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

24,000

1,000

24,000
24,000
24,000
24,000

24,000

2,000

1,000
1,000

1,000

1,000

500
500

400
400

400

2,000

200

1,000
1,000

800

800

300



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

1 h㻮㻰 㻭ccuri 㻯6 6,264 4,060 私学助成

（情報処理関係設備）

平成26年度㻭ccuri 㻯6 フローサイト
メーター

300



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

１８　研究費䛾支出状況研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究支援推進経費

計 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 1,218 1,218

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

1,218 1,218

図　　　　書

実人数　5人

計 4,928 4,928

人件費支出 4,928 実験補助 4,928 時給950円、年間時間数965時間、通勤手当3,050円×12月

時給950円、年間時間1,331時間、通勤手当2,000円×12月

計 24,160 24,160

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,675 講演者金・抗体作成 2,675 講演者謝金、抗体作成料他

修　繕　費 986 機器修繕費 986 研究用機器修繕費

印刷製本費 769 書類印刷 769 ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙

旅費交通費 467 学会発表・研究打合せ 467 学会、講演者旅費

光　熱　水　費
通信運搬費 18 検体䛾送付 18 ｻﾝﾌﾟﾙ送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 19,245 試薬・実験用消耗品 19,245 試薬・実験用消耗品他

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25

研究支援推進経費

29,789

光　熱　水　費

121

教育研究用機器備品

人件費支出

旅費交通費
2,140

計

小  科  目
主　な　使　途

ｻﾝﾌﾟﾙ送料他

金　　額

29,789

通信運搬費

271

教育研究経費支出

印刷製本費

修　繕　費
報酬・委託料

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

3,513

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬・実験用消耗品他

支　出　額

試薬・実験用消耗品

ﾄﾅｰ、ｺﾋﾟｰ用紙他
学会、研究打合せ時旅費等

35,838

4

学会発表・研究打合せ
遺伝子解析作業費、講演者謝金他2,140

121
271

書類印刷

解析料、講演者金

0

実験補助

計

計

0

2,527

実人数 3人

12,456

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 12,456

2,527

積　　算　　内　　訳

2,527

時給950円、年間時間数372時間、通勤手当1,986円×7月

検体䛾送付4

研究用機器修繕費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給950円、年間時間数1,708時間、通勤手当6,500円×12月2,527

35,838

機器修繕費 3,513

学内４人12,456

疾患遺伝子探索

疾患遺伝子機能解析

時給1,000円、年間時間数372時間、通勤手当9,257円×7月

12,456

時給900円、年間時間数918時間、通勤手当3,953円×12月

時給950円、年間時間数531時間、通勤手当4,606円×7月

月額15万円×8月、通勤手当3,885円×8月

教育研究経費支出

（兼務職員） 雇用保険料1,205円×12月、労災保険料310円×12月

雇用保険料471円×7月、労災保険料187円×7月

（兼務職員）

労災保険料137円×7月

雇用保険料675円×12月、労災保険料174円×12月

雇用保険料913円×12月、労災保険料235円×12月

労災保険料159円×12月

雇用保険料651円×7月、労災保険料170円×7月

雇用保険料1,308円×8月、労災保険料339円×8月

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

計 0

0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

教育研究用機器備品

教育研究経費支出

計 12,809 12,809

人件費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

旅費交通費 882 学会発表・研究打合せ 882 学会旅費、外国旅費他

（　　　　　　）

通信運搬費 45 検体䛾送付 45 ｻﾝﾌﾟﾙ送料他

印刷製本費 569 書類印刷 569 ｶﾗｰ別冊代、ｲﾒｰｼﾞﾄﾞﾗﾑ

試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費

年　　　度 25 トランスレーショナルリサーチへ䛾展開

小  科  目
主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

支　出　額
積　　算　　内　　訳

計 2,835 2,835

リサーチ・アシスタント

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 2,835 2,835

時給900円、年間時間数951時間、通勤手当5,012円×12月

5,395

時給1,300円、年間時間数765時間、通勤手当5,145円×12月

時給900円、年間時間数1,117時間、通勤手当1,658円×12月

人件費支出 5,395 実験補助 5,395 時給950円、年間時間数1,464時間、通勤手当4,100円×12月

月額15万円×6月、通勤手当2,000円×6月

計 10,360 10,360

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 438 講演者金・廃棄物処理 438 講演者謝金、産業廃棄物処理料他

修　繕　費 775 機器修繕費 775 研究用機器修繕費

印刷製本費 510 書類印刷 510 ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙

旅費交通費 54 学会発表・研究打合せ 54 学会、研究打合せ時旅費

光　熱　水　費
通信運搬費 53 検体䛾送付 53 ｻﾝﾌﾟﾙ送料他

8,530 試薬・実験用消耗品 8,530 試薬・実験用消耗品他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25 ゲノム基盤・イメージ・リソース開発

教育研究経費支出
計 5,395

実人数　5人

ポスト・ドクター

計 0
研究支援推進経費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

報酬・委託料 4,421 講演者金・英文校正料 4,421 細胞解析、講演者謝金他

消　耗　品　費 6,892 試薬・実験用消耗品 6,892

（兼務職員）

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

（兼務職員） 雇用保険料1,020円×12月、労災保険料262円×12月

雇用保険料1,292円×6月、労災保険料338円×6月

労災保険料193円×12月

雇用保険料726円×12月、労災保険料187円×12月

雇用保険料415円×12月、労災保険料167円×12月



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

１８　研究費䛾支出状況研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

月額79,853円×12月、通勤手当1,455円×12月

年　　　度 26 疾患遺伝子探索

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,858 試薬・実験用消耗品 24,858 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 31 検体送付、通信料 31 試料送料、ﾃﾞｰﾀ通信料

印刷製本費 319 書類印刷 319 ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙他

旅費交通費 1,019 学会発表・研究打合せ 1,019 学会、研究打合せ時旅費等

報酬・委託料 3,399 解析料、講演者金 3,399 遺伝子解析作業費、講演者謝金他

修　繕　費 3,897 機器修繕費 3,897 研究用機器修繕費

計 33,523 33,523

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,009 実験補助 2,009 時給950円、年間時間数1,652時間、通勤手当6,650円×12月

（兼務職員） 時給900円、年間時間400時間

実人数 2名

教育研究経費支出
計 2,009 2,009

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 565 565

図　　　　書
計 565 565

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 21,679 21,679 学内7人

研究支援推進経費

計 21,679 21,679

年　　　度 26 疾患遺伝子機能解析

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,009 試薬・実験用消耗品 16,009 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 18 検体䛾送付 18 ｻﾝﾌﾟﾙ送料他

印刷製本費 921 書類印刷 921 ﾄﾅｰ、ｺﾋﾟｰ用紙

旅費交通費 383 学会発表・研究打合せ 383 学会、講演者旅費、外国旅費

報酬・委託料 4,582 遺伝子解析・業務委託費 4,582 遺伝子解析料、研究業務支援委託費他

修　繕　費 1,677 機器修繕費 1,677 研究用機器修繕費

計 23,590 23,590

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,115 実験補助 5,115 時給950円、年間時間数890時間、通勤手当2,800円×12月

（兼務職員） 時給950円、年間時間数1,298時間、通勤手当2,000円×12月

時給900円、年間時間数1,040時間、通勤手当3,940円×12月

時給950円、年間時間数975時間、通勤手当4,600円×12月

時給900円、年間時間数40時間、通勤手当2,100円×1月

教育研究経費支出 実人数 6人

計 5,115 5,115

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 2,003 2,003

図　　　　書
計 2,003 2,003

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

年　　　度 26 ゲノム基盤・イメージ・リソース開発

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,601 試薬・実験用消耗品 11,601 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 88 検体䛾送付 88 ｻﾝﾌﾟﾙ、試料送料

印刷製本費 344 書類印刷 344 ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙

旅費交通費 610 学会発表・研究打合せ 610 学会、研究打合せ時旅費

報酬・委託料 598 講演者金・検査料 598 講演者謝金、感染症検査料他

修　繕　費 246 機器修繕費 246 研究用機器修繕費

計 13,487 13,487

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,433 実験補助 4,433 時給950円、年間時間数1,422時間、通勤手当4,125円×12月

（兼務職員） 時給1300円、年間時間数743時間、通勤手当5,291円×12月

時給900円、年間時間数1,088時間、通勤手当1,542円×12月

時給900円、年間時間数1,052時間、通勤手当4,993円×12月

実人数 4人

教育研究経費支出
計 4,433 4,433

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 809 809

図　　　　書
計 809 809

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26 トランスレーショナルリサーチへ䛾展開

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,287 試薬・実験用消耗品 8,287 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 26 検体䛾送付 26 ｻﾝﾌﾟﾙ送料他

印刷製本費 206 書類印刷 206 ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ﾌﾟﾘﾝﾄ料

旅費交通費 403 学会発表・研究打合せ 403 学会旅費、外国旅費他

報酬・委託料 3,078 作成委託費・業務委託 3,078 抗体作成委託費、研究業務支援委託費他

修　繕　費 9 機器修繕費 9 研究用機器修繕費

計 12,009 12,009

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 1,512 1,512

図　　　　書
計 1,512 1,512

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

１８　研究費䛾支出状況研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

実人数 5名

年　　　度 27 疾患遺伝子探索

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 26,632 試薬・実験用消耗品 26,632 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 10 検体䛾送付,通信料 10 ｻﾝﾌﾟﾙ送料、通信料金

印刷製本費 136 書類印刷 136 ﾄﾅｰ、ｺﾋﾟｰ用紙他

旅費交通費 1,229 講師交通費・研究打合せ 1,229 講師交通費、研究打合せ時旅費等

報酬・委託料 1,570 検査料、講演者金 1,570 感染症検査料、講演者謝金他

修　繕　費 5,975 機器修繕費 5,975 研究用機器修繕費

計 35,552 35,552

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,019 実験補助 1,019 時給900円、年間時間数1,062時間、通勤手当5,355円×12月

（兼務職員） 実人数 1名

教育研究経費支出
計 1,019 1,019

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 1,068 1,068

図　　　　書
計 1,068 1,068

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 14,013 14,013 学内5人

研究支援推進経費

計 14,013 14,013

年　　　度 27 疾患遺伝子機能解析

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 14,854 試薬・実験用消耗品 14,854 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 61 検体䛾送付 61 ｻﾝﾌﾟﾙ、細胞送料

印刷製本費 1,063 書類印刷 1,063 ﾄﾅｰ、ｺﾋﾟｰ用紙他

旅費交通費 642 学会発表・研究打合せ 642 学会、講演者旅費、外国旅費

報酬・委託料 7,765 解析料・業務委託費 7,765 ﾀﾝﾊﾟｸ質解析料、研究業務委託費他

修　繕　費 1,042 機器修繕費 1,042 研究用機器修繕費

計 25,427 25,427

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,039 実験補助 5,039 時給900円、年間時間数1,140時間、通勤手当4,025円×12月

（兼務職員） 時給950円、年間時間1,326時間、通勤手当2,000円×12月

時給950円、年間時間数1,329時間、通勤手当7,100円×12月

時給950円、年間時間数965時間、通勤手当5,298円×12月

時給900円、年間時間数392時間

教育研究経費支出
計 5,039 5,039

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式1）

法人番号 111003
プロジェクト番号 㻿1311002

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費䛾支出状況 （千円）
  平成 年度

時給900円、年間時間数1,105時間、通勤手当5,525円×12月

年　　　度 27 ゲノム基盤・イメージ・リソース開発

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,441 試薬・実験用消耗品 9,441 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 46 試料・書類䛾送付 46 研究試料送料、書類送料

印刷製本費 322 書類印刷 322 ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙他

旅費交通費 1,088 学会発表・研究打合せ 1,088 学会、研究打合せ時旅費

報酬・委託料 357 学会参加費・廃棄物処理 357 学会参加費、産業廃棄物処理料他

修　繕　費 1,002 機器修繕費 1,002 研究用機器修繕費

計 12,256 12,256

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,336 実験補助 4,336 時給950円、年間時間数438時間、通勤手当4,200円×3月

（兼務職員） 時給900円、年間時間数810時間、通勤手当4,200円×9月

時給1300円、年間時間数765時間、通勤手当5,562円×12月

時給900円、年間時間数1,111時間、通勤手当1,558円×12月

実人数 5人

教育研究経費支出
計 4,336 4,336

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 2,112 2,112

図　　　　書
計 2,112 2,112

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27 トランスレーショナルリサーチへ䛾展開

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,066 試薬・実験用消耗品 7,066 試薬・実験用消耗品他

光　熱　水　費
通信運搬費 28 検体䛾送付 28 ｻﾝﾌﾟﾙ送料

印刷製本費 304 書類印刷 304 ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｺﾋﾟｰ用紙

旅費交通費 366 学会発表・研究打合せ 366 学会旅費、外国旅費

報酬・委託料 5,150 検査料・業務委託費 5,150 検査委託料、研究業務支援委託費他

修　繕　費 306 機器修繕費 306

計 13,220 13,220

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又䛿１組䛾価格が５００万円未満䛾も䛾）

教育研究用機器備品 421 421

図　　　　書
計 421 421

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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次世代医療を指向するゲノム医学総合研究拠点の創⽣と展開次世代医療を指向するゲノム医学総合研究拠点の創⽣と展開

基礎と臨床のシームレスな相互連携研究から次世代医療の実現へ

埼玉医科大学ゲノム医学研究センター

Research Center for Genomic Medicine

別紙１

片桐, ⿊川



    

私立大学研究基盤形成支援事業私立大学研究基盤形成支援事業私立大学研究基盤形成支援事業私立大学研究基盤形成支援事業    

    

埼玉医科大学埼玉医科大学埼玉医科大学埼玉医科大学    
    

次世代医療を指向する次世代医療を指向する次世代医療を指向する次世代医療を指向するゲノム医学ゲノム医学ゲノム医学ゲノム医学総合研究拠点の創世と展開総合研究拠点の創世と展開総合研究拠点の創世と展開総合研究拠点の創世と展開    
    
事項：  外部委員による評価会 

日時：  平成 27 年 7月 30 日（木） 午前 10:00～12:00 

場所：  ゲノム医学研究センター ６F会議室 

評価者： 東京大学名誉教授・   理事長 榊 佳之 

（現・静岡雙葉高等学校・中学校） 

東京医科歯科大学大学院 医歯学 教授 浅原弘嗣 

総合研究科 

国立成育医療研究センター 生殖・ 部長 梅澤明弘 

細胞医療研究部 

 

式次第、及び発表者   

10:00～10:20 第 1部 事業の概要 

ゲノム医学研究センター所長（研究代表者） 岡崎康司 

 

10:20～12:40 第 2部 事業における主だった研究の紹介 

  遺伝子治療部門   教授  三谷幸之介 

発生・分化・再生部門  教授  奥田晶彦 

遺伝子構造機能部門  教授  黒川理樹 

病態生理部門   教授  片桐岳信 

遺伝子情報制御部門   客員教授 井上 聡 

  ゲノム科学部門 /   教授  岡崎康司 

トランスレーショナル部門 

 

12:40～13:10 第 3部 質疑応答、評価委員による評価表作成 

別紙別紙別紙別紙 2 



井上聡井上聡井上聡井上聡 部門長部門長部門長部門長ののののNature Communicationsへへへへのののの
論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載 （（（（2013年年年年7月月月月17日）日）日）日）

（朝日新聞）

別紙3

ゲノム事務室室長
テキストボックス
朝日新聞社掲載承諾(無断転載及び複写禁止)承諾書番号Ａ16-1343



（日刊工業新聞）

井上聡井上聡井上聡井上聡 部門長部門長部門長部門長ののののPLoS ONEへへへへのののの
論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載 （（（（2014年年年年2月月月月10日日日日））））

別紙4

ゲノム事務室室長
テキストボックス
日刊工業新聞社掲載承認(無断転載及び複写禁止)承認番号:Ｎ‐6822



井上聡井上聡井上聡井上聡 部門長部門長部門長部門長ののののScientific Reportsへの論文への論文への論文への論文発表に発表に発表に発表に伴った伴った伴った伴った
日刊工業新聞社でのプレスリリース日刊工業新聞社でのプレスリリース日刊工業新聞社でのプレスリリース日刊工業新聞社でのプレスリリース （（（（2015年年年年8月月月月18日日日日））））

別紙5

ゲノム事務室室長
テキストボックス
日刊工業新聞社掲載承認(無断転載及び複写禁止)承認番号:Ｎ‐6823



岡崎康司岡崎康司岡崎康司岡崎康司 部門長部門長部門長部門長ののののPLoS Geneticsへの論文への論文への論文への論文発表に発表に発表に発表に伴った伴った伴った伴った
各種メディアでのプレスリリース各種メディアでのプレスリリース各種メディアでのプレスリリース各種メディアでのプレスリリース （（（（2016年年年年1月月月月8日日日日））））

日刊工業新聞企業プレスリリース

日経新聞新聞電子版プレスリリース

ケムネット東京（会員制）

バイオの杜

大学ジャーナルONLINE

別紙6

ゲノム事務室室長
長方形

ゲノム事務室室長
長方形



別紙7

奥田晶彦奥田晶彦奥田晶彦奥田晶彦 部門長部門長部門長部門長ののののNature Communicationsへへへへのののの
論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載論文発表に伴った新聞への掲載 （（（（2016年年年年3月月月月30日日日日））））

（日経（日経（日経（日経産業産業産業産業新聞）新聞）新聞）新聞）

ゲノム事務室室長
テキストボックス
日本経済新聞社掲載承認(無断転載及び複写禁止)承認番号30050721










